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地域課題解決型AI教育プログラムにおける
産学連携PBLの効果
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AI基礎力・AIプログラミングスキル

産学連携PBL（Project Based Learning）

→ AIによる地域課題解決

知識の修得で終わらない「実践」に注力した

アクティブ・ラーニング型教育

産学連携 「地域課題解決型AI教育プログラム」実践

２０２０年度：全学的AI教育
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2024度カリキュラム PBL重視・継続

産業界との協働による地域創成AI・データサイエンス人材の育成
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２０２４年度「AI実践プロジェクトⅠ」
課 題 解 決 内 容 ・ 利 用 技 術

AIによるアーク溶接人材育成のためのスキル評価経営課題1

建設現場における作業員の再同定による危険回避建設課題2

画像処理法を使用したコンクリート材の損傷評価法の開発建設課題3

ChatGPTを用いた顧客対応チャットボットの改良経営課題4

在庫管理業務における AI 活用経営課題5

小学生のための広川工業団地企業紹介アプリの開発教育課題6

特別支援学校の作業学習を支援するAI レジスターの開発教育課題7

Helpyの開発 ～小さなhelpを大きなHappyへ～福祉課題8

ChatGPTを使ったカウンセリングbot健康課題9

AI解析を用いたストーマ患者の装具選択モデルの開発医療課題10

ＡＩ予測による農作物の出荷販売管理システムの開発農業課題11

階層ベイズを用いた八女茶の味への影響の分析農業課題12

パッケージセンターにおけるコンテナ内イチゴ自動集計システム農業課題13

AI を用いたキュウリ種子カウンターの開発農業課題14

参加者
学生６８名
教員14名

地域社会人 25名
計１０７名

14テーマ
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成果発表会開催（２０２４年８月１０日）

聖マリア学院大学生１０名（女子９名）
女子高校生１名参加
女性率４割以上のメンバーで異分野・
異年齢PBL実践し、その成果を発表

本学多目的ホール

対面＋Webex

地域産業界・社会人
70名参加
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成果発表ポスター（建設・経営）

新規1テーマと継続企業の新規２テーマ・継続１テーマ
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成果発表ポスター（農業分野）

新規企業1テーマと継続企業新規２テーマ・継続1テーマ
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成果発表ポスター（医療・健康福祉）

新規1テーマと継続課題2テーマ
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成果発表ポスター（教育系）

新規企業1テーマと継続自治体・学校の新規テーマ

メタバース・ドームの構築

PBLにおけるコミュニケーションの場
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メタバースでも成果報告会の様子が視聴可能

ドーム型交流スペース
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AIアバターによる質問への応答
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教育改善による効果の分析
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13

社会人がアバターになり、各ラボで課題説明会を開催

小グループディスカッションを行う

異分野・異年齢の学生と社会人との協働PBLの促進

社会人との連携によるPBLに有効

①メタバース・ラボ導入の効果
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PBL:参加人数とテーマ数の推移
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PBL:参加人数とテーマ数の推移

テーマ数が倍増
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PBL:参加人数とテーマ数の推移
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社会人・上級

学生数が倍増
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PBL:参加人数とテーマ数の推移

メタバース・ドームの活用
→産学連携での学びが促進
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②カリキュラム改善によるPBL継続

学部学生の学会での研究発表

（9月電子情報通信学会 10件以上発表予定）

大学院生のジャーナルへの投稿

研究内容の高度化

早い時期から研究に興味を持たせる効果

（２０２４年度大学院入学者の５４％が初年度PBL履修者）
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③アンケートによる評価

PBL受講者アンケートを実施

PBLに継続参加の上級生と初参加２年生の結果を比較

＜ｔ検定：有意差あり＞ P<0.01
多様な情報を適正に判断し，効果的に活用する力

社会の規範やルールに従って行動すること

これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用する力

自分に自信や肯定感を持つこと

社会人力

社会人力

社会人力

自信



メタバース・ラボをPBLで有効活用

AIアバターを用いることの教育効果の分析

アンケートの継続実施

学生のニーズ、社会のニーズ、時代のニーズに合うAI教育に改善
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今後の課題

多様な人たちが生き生きと活動するためのメタバース空間
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ありがとうございました


